
次世代への財産

　
イ
ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
市
街
地
か
ら
車

で
約
30
分―

。
都
市
の
喧
騒
を
離
れ
、
東
へ
向
か

っ
て
進
ん
で
い
く
と
、
幹
線
道
路
の
脇
に
広
々
と

し
た
敷
地
と
建
物
が
見
え
た
。正
面
の
看
板
に
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ア
ル
・
ザ
フ
ァ
ラ
ニ
ア
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
30
年
以
上
に

わ
た
り
、
イ
ラ
ク
の
発
展
を
担
う
産
業
人
材
を
輩

出
し
て
き
た
職
業
訓
練
校
だ
。

　
訓
練
生
の
数
は
約
２
０
０
人
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
、
重
機
、
電
気
機
械
な
ど
10
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、“on the job training”

の
き
め
細
や
か
な

指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
約
６
カ
月
の
職
業
訓
練

を
経
て
、彼
ら
は
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
く
。「
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
の
機
械
を
使
っ
て
、
実
践
的

な
技
術
の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
フ
ダ
イ
ヤ
・
ア
ッ
バ
ス
・
ア

ル
ザ
イ
デ
ィ
さ
ん
。「
大
切
な
の
は
、
一
人
一
人

の
能
力
や
特
性
を
考
慮
し
た
指
導
。
何
事
に
も
真

摯
な
姿
勢
で
取
り
組
む
、
日
本
人
専
門
家
か
ら
学

ん
だ
こ
と
で
す
」。
１
９
７
０
年
代
、
イ
ラ
ク
は

経
済
発
展
に
伴
う
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
外
国
製
の

最
新
の
産
業
機
器
が
次
々
と
導
入
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
、
日
本
を
含
む
世
界
各
国
の
企
業
が
競
っ
て

進
出
し
て
い
た
時
代
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
大

き
な
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
。ハ
ー
ド
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
定
期
的
に
維
持
管
理
す
る
人
材
が
い
な

い
。
街
中
で
は
、
壊
れ
て
停
止
し
た
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
砂
ぼ
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た

状
態
、
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
イ
ラ
ク
政
府
は
、
産
業
機
器
の
維
持
管

理
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
べ
く
、

職
業
訓
練
校
の
設
立
を
決
定
。
戦
後
復
興
の
過
程

で
磨
か
れ
た
、
電
気
産
業
分
野
の
技
術
力
に
定
評

の
あ
る
日
本
に
支
援
を
要
請
し
た
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
75
年
か
ら
４
年
間
、
日
本
人
専
門
家
の
派

遣
を
通
じ
て
、
施
設
の
図
面
作
成
や
資
機
材
の
調

達
、講
師
の
育
成
な
ど
を
支
援
。
79
年
12
月
に「
電

気
産
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
」（
現
ア
ル
・
ザ
フ
ァ
ラ

ニ
ア
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）
が
開
校
し
、
冷
凍
・

空
調
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
一

般
電
子
機
器
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
電
卓
）
の
３

コ
ー
ス
を
設
置
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
引
き
続
き
、
セ
ン

タ
ー
の
能
力
強
化
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
80
年
９
月
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
が

勃
発
。
日
本
人
専
門
家
た
ち
は
帰
国
せ
ざ
る
を
得

ず
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
ま
だ
走
り
出
し
た
ば
か
り
な
の
に…

」。
イ
ラ
ク

人
講
師
た
ち
と
〝
共
に
〞
奮
闘
し
て
い
た
彼
ら
に

と
っ
て
、
悔
し
い
決
断
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
３
年―

。
治
安
の
回
復
を
受
け
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
開
を
決
定
。
83

年
９
月
、
第
一
陣
と
し
て
４
人
の
専
門
家
が
再
び

イ
ラ
ク
の
地
を
踏
ん
だ
。
危
険
へ
の
不
安
が
１
０

０
％
取
り
払
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
国
の
将
来
を

見
据
え
た
人
材
育
成
が
重
要
だ
」
と
い
う
、
イ
ラ

ク
政
府
の
強
い
思
い
に
後
押
し
さ
れ
た
の
だ
。

　
と
は
い
え
、「
今
、
あ
そ
こ
で
爆
撃
が
あ
っ
た
」

と
い
う
会
話
も
当
た
り
前
の
毎
日
。
そ
ん
な
中
、

日
本
人
専
門
家
と
し
て
講
師
へ
の
指
導
を
担
当
し

た
の
は
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
の
第
一
線
で
働
く
エ

ン
ジ
ニ
ア
た
ち
だ
っ
た
。「
技
術
協
力
を
通
じ
て

日
本
の
技
術
力
や
知
見
が
評
価
さ
れ
れ
ば
、
イ
ラ

ク
に
対
す
る
日
本
製
品
の
輸
出
促
進
に
も
大
き
く

貢
献
す
る
。
官
民
連
携
の
先
駆
け
で
し
た
」
と
当

時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

末
森
満
さ
ん
は
話
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
日
本

国
内
で
も
研
修
を
実
施
。
日
立
製
作
所
、
三
菱
電

機
、
三
洋
電
機
な
ど
各
社
を
回
り
な
が
ら
、「
モ

ノ
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
機
器
の
維
持
管
理
方
法

や
そ
の
コ
ア
と
な
る
人
材
育
成
を
含
め
て
〝
技
術

力
〞
な
の
だ
」
と
研
修
員
た
ち
は
実
感
し
た
と
い

う
。

　
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
当
時
菱
電
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）
の
原
田
憲
一

さ
ん
は
、83
年
か
ら
約
３
年
間
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
の
指
導
を
担
当
し
た
。

「
戦
時
下
の
イ
ラ
ク
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

の
は
、
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

物
理
的
な
壁
、
制
度
的
な
壁
、
中
で
も
一
番
厄

介
だ
っ
た
の
は
、
意
識
的
な
心
の
壁
で
す
」
と

振
り
返
る
。
し
か
し
、
満
足
と
言
う
に
は
ほ
ど

遠
い
環
境
の
中
で
、
イ
ラ
ク
人
の
若
い
技
術
者

た
ち
は
貪
欲
に
知
識
・
技
術
を
吸
収
し
よ
う
と

し
て
い
た
。「
彼
ら
の
た
め
に
も
こ
の
土
壌
を
し

っ
か
り
と
築
い
て
い
か
な
く
て
は
と
、
イ
ラ
ク

人
講
師
と
日
本
人
専
門
家
が
思
い
を
共
有
し
、

一
つ
一
つ
の
壁
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
の
で
す
」

と
話
す
。
当
時
は
治
安
対
策
の
た
め
、
15
時
に

な
る
と
セ
ン
タ
ー
を
閉
め
て
い
た
。「
自
分
の
宿

舎
に
講
師
た
ち
を
呼
ん
で
、
夜
遅
く
ま
で
議
論

を
交
わ
す
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
夜
食
に

ド
ー
ナ
ツ
を
作
っ
た
り
も
し
ま
し
た
（
笑
）」。

そ
う
い
っ
た
人
間
く
さ
い
付
き
合
い
を
通
じ
て
、

彼
ら
の
間
に
は
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
が
築
か

れ
て
い
っ
た
。

　
湾
岸
戦
争
の
開
戦
に
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

が
終
了
し
て
か
ら
も
、
日
本
人
専
門
家
か
ら
の

教
え
を
携
え
、
現
地
の
人
々
の
手
に
よ
り
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
続
け
ら
れ
た
。
最
近
で
は
女
性

の
社
会
進
出
を
受
け
て
、
訓
練
生
の
半
数
を
女

性
が
占
め
る
ま
で
に
。
縫
製
、
家
財
道
具
の
修

理
、
携
帯
電
話
の
保
守
技
術
な
ど
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
コ
ー
ス
の
設
立
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　「
日
本
人
の
仕
事
に
対
す
る
正
確
さ
、
誠
実
さ

は
、私
た
ち
の
仕
事
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
セ
ン
タ
ー
の
講
師
た
ち
。
戦
争
中
も
イ
ラ
ク
に

身
を
置
き
〝
現
場
主
義
〞
を
貫
い
た
日
本
人
専
門

家
た
ち
の
努
力
は
、
今
も
な
お
、
そ
こ
に
生
き
続

け
て
い
る
。

寝
る
間
も
惜
し
ん
で

〝
共
に
〞
学
ぶ

産
業
の
発
展
を
支
え
る

人
づ
く
り

首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
郊
外
に
あ
る
「
ア
ル
・
ザ
フ
ァ
ラ
ニ
ア
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
。

イ
ラ
ク
の
産
業
界
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
を
担
う
こ
の
施
設
は
、

イ
ラ
ク
人
講
師
た
ち
の
き
め
細
か
い
指
導
に
定
評
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
1
9
7
0
〜
80
年
代
、
日
本
人
専
門
家
た
ち
が
残
し
た

熱
い
思
い
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を

イ
ラ
ク
産
業
界
の
礎
に

空調機の維持管理方法について学ぶ
訓練生たち

エレベーターコースでは、授業用に導入されたエレベーター
本体を使って実習が行われた

若いエンジニアたちは、戦禍の中で“学べる”ことのありたがさをかみしめていた 産業機器の取り扱いには、五感を使った細かい作業が必要になる

プロジェクトでは、訓練生への指導方法についてもアドバイス。「一人一人とコミ
ュニケーションを図り、それぞれの個性や強みを把握することが大切だと強調しま
した」と原田さん

JICAの支援により作成された
テキストが、今でも大切に保管
されている

バグダッド

イラク
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